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食品用素材の表面改質
～紙皿、アルミホイルを例として～

4．使用機器／利用料金
自動接触角計(協和界面科学株式会社製 DMo-602)
中小企業：接触角計/3,030円
一般企業：接触角計/ 5,060円

※あくまで参考価格です。試験内容によって料金は変わりますことご了承下さい。
ご不明な点等ありましたらお問い合わせください。

１．測定条件
ポリプロピレン(PP)コート、ポリエチレン(PE)コートされた紙皿およびコートさ
れていない紙皿素材上に2 mLの水を接触させ、10秒後の接触角を測定し
た。またシリコン加工の有無が異なるアルミホイル上に2 mLの水を接触させ、
5秒後の接触角を測定した。測定はq/2法を用いた。

２．測定結果

３．測定結果から得られる情報
PPあるいはPEコートされた紙皿は接触角が上昇したことから、耐水性が向上
したことが期待される。またアルミホイルもシリコン加工により接触角が上昇し
90°以上となったことから撥水性が期待さ、食品素材が付着しにくくなることが
期待される。
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